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―英国からの考察― 
講演   高齢者の住宅と選択 
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ハウスアダプテーション臨時フォーラム 

テーマ：「高齢者住宅とハウスアダプテーション―英国からの考察―」 

開催日：2007 年 4 月 13 日 

会 場：住宅総合研究財団 会議室 

主 催：(財)住宅総合研究財団 

協 力：世田谷区 

企 画：ハウスアダプテーション研究委員会／横浜国立大学建築計画研究室 

■ハウスアダプテーション研究委員会 

委員長  大原一興（横浜国立大学） 

委  員  池田誠（首都大学東京） 

太田貞司（神奈川県立保健福祉大学） 

横山勝樹（女子美術大学） 
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ハウスアダプテーション臨時フォーラム 
高齢者住宅とハウスアダプテーション 

―英国からの考察― 
Housing and housing adaptation for older people from a UK perspective 

-Information, Participation and Social project: Case study of Newcastle upon Tyne- 
 
趣旨説明 

住総研ハウスアダプテーション研究委員会委員長 
大原一興（横浜国立大学教授） 

 
今日はハウスアダプテーション

の臨時フォーラムということで、

場を設けさせていただきましたが、

通常、ハウスアダプテーションの

フォーラムは年に１～２回やって

きました。今日は、前もってお知

らせすることもほとんどなく、こ

れからの高齢者居住に関する研究

を、今、模索している段階ですの

で、それのきっかけ、手がかりと

なるようなお話をしていただいて、

我々の研究の一つのステップにし

たいというふうに思っています。

申しおくれましたが、ハウスアダ

プテーション研究会の大原です。

今日は全体の司会と、それからデ

ィスカッションの方の司会もした

いと思っています。 

 なぜ、こういう場を設けたかと

いうと、これからご紹介します、

ローズ・ギルロイ先生が、ニュー

カッスルから、日本に来られてい

るという話と、それから、たまた

ま、世田谷区で住情報センター、

住宅を支援するセンターを構想し

ていて、４月１日にオープンし、

これから進めようとしている話と

が組み合わさったのです。 

 高齢者にとって、住宅の情報と

いうのはどういうものかというこ

とを考えるきっかけにしたいとい

うのが、一つ、趣旨としてありま

した。それから、このハウスアダ

プテーションフォーラム自体は、

以前から、ハウスアダプテーショ

ンに関係するいろいろなテーマを

扱ってきたわけですけれども、一

方では、非常に、事例研究的に、

具体的な改造の事例や何かを取

り上げて、そこでさまざまな専門

職がどうかかわっていくかという

ような話を取り上げて、もう一方

では、制度とか仕組みとか住宅政

策的なもの、そのようなものを考

えるということを、車の両輪のよ

うに、両方を繰り返しながらやっ

てきたのですが、今日は、どちら

かというと政策的な視点に立って、

一体何をしたらいいのか考える機

会にしたいと思います。 

 出席されている方の顔ぶれを見

ても、行政の方の参加が比較的少

なくなってきたというのを、ここ

数回を通じて感じています。これ

は恐らく、介護保険の中に住宅改

修が組み込まれてからの傾向で、

ひょっとすると、住宅行政でのこ

のハウスアダプテーションへの取

り組みが、ちょっと、おとなしく

なってしまったのではないか。そ

の辺に対しても、住宅政策として

高齢者の住宅を考える中で、特に

行政がどういうことをやったらい

いかとか、制度としてどういうも

のをつくっていったらいいかとい

うのを、やはり、今、考え直す時

期だと思うわけです。そういうこ

とを考えるきっかけにもなればい

いというふうに思いまして、たま

たま幾つかの条件、幾つかの背景

が重なって、今日、こういう会を

設けさせていただきました。 

 これに関しては私の勝手なアイ

デアで、実際に主催をしていただ

いている住総研の方で取り上げて

いただいたということですので、

最初にというか、前置きの後にな

ってしまって申しわけありません

が、主催者側のごあいさつをいた

だきたいということで、峰政さん

の方から、一言、まずお願いした

いと思います。 
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主催者挨拶 
 

 
峰政克義（住宅総合研究財団専務） 

 
 
ご紹介いただきました、住宅総

合研究財団の、専務理事の峰政で

す。住宅総合研究財団は、御承知

のことと思いますけれども、1948

（昭和 23）年、今から約 60年前

に、当時の清水建設の社長であり

ました清水康雄が設立した財団で

す。現在は３つ持っておりますア

パートメントからの収入と、それ

から清水建設の株式を初めとする

金融資産からの収入によって、寄

付金は一切なしで運営しておりま

す。 

 現在の、一番の主な事業は研究

助成と申しまして、大体、毎年、

九十数編を応募していただきまし

て、その中から 30編ぐらいに助

成いたします。その総額が、毎年、

大体 5,000万ぐらいで、今年は恐

らく 5,000～6,000 万円ぐらいに

なると思います。そういう御支援

を研究者の方に差し上げています。

それからもう一つは、先ほど申し

上げました、この「ハウスアダプ

テーションフォーラム」と同じよ

うに、「江戸東京フォーラム」で

あるとか「住教育フォーラム」で

あるとか、「世界のすまい方フォ

ーラム」であるとか、そういった

研究会をやっておりまして、それ

で一般の方々に、研究者の方々の

成果をうまく還元していくという

ような役割を果たしております。 

 このハウスアダプテーションフ

ォーラムも、先ほど大原先生から

お話がありましたように、事例を

集めて「自分らしく住むためのバ

リアフリー」（右写真参照）とい

う本を、岩波書店から、昨年の９

月に出版いたしました。これも、

この委員会の成果の一つでござい

ます。 

 今日は、ギルロイ先生が、たま

たまニューカッスルからお見えに

なっているということを大原先生

からお伺いしまして、この場所で、

臨時フォーラムという形で、ぜひ

やっていただこうということにな

りました。今日は皆さん、ギルロ

イ先生の今まで実践されてきたさ

まざまな事例などを、今後、日本

での皆さんの仕事の参考になるよ

うに、ぜひ、聞いていっていただ

きたいと思っています。よろしく

お願いします。 
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○大原 ありがとうございました。

さて、それではギルロイ先生の講

演に移りたいと思うのですが、ご

く簡単にご紹介したいと思います。

ニューカッスル大学には、日本と

違って、アーキテクチャとプラン

ニングとランドスケープ、建築と

計画と造園という、その３つの分

野が複合して１つの学部をつくっ

ているところがありまして、日本

語で建築学部というふうに言って

しまうと何かもったいないような、

幅広い研究対象を持った学部です。 

ギルロイ先生はシニアレクチュラ

ーということで、主任講師と訳す

のがいいのかどうかわかりません

が、もちろん講義もされ、学部と

大学院の学生を指導する立場で

研究をなさっています。 

 これまで、大学で教鞭をとる前

は、住宅計画・住宅政策の現場で

行政官として働かれていたという

ことがありますので、非常に現場

の実情に通じておられ、また、計

画をつくり上げてきたという、立

案的な立場にも立たれていたとい

うことなので、具体的な話が聞け

るのではないかと思います。高齢

者研究をずっとなさっているわけ

ですが、もちろんと言うと変です

けれど、ある程度社会的ニーズの

高い、ホームレスの人とか、それ

から女性問題というようなことに

も、それから最近は若者の住宅の

不足というような問題などにも非

常に精力的に取り組んでおられま

す。 

今日はギルロイ先生から、高齢

者のハウスアダプテーションに関

連してお話をしていただくという

ことですが、ニューカッスルは、

イギリスの中でも一番進んでいる

自治体というわけではないらしい

ですけれども、幾つかのおもしろ

い取り組みや何かがあって、先生

は実際にいろいろとかかわってお

られます。その辺が幅広く紹介さ

れるのではないかと思っておりま

す。 

 それではギルロイ先生、お願い

いたします。 
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講演 

高齢者の住宅と選択 
Older people in the UK and their housing choices 

 

 
ニューカッスル大学 ローズ・ギルロイ 

こんにちは。今、申し上げた「こ

んにちは」で、私が知っているす

べての日本語をご披露してしまい

ました。本日、この場で、このよ

うにプレゼンテーションをさせて

いただく機会をいただきまして、

大変光栄です。プレゼンテーショ

ンを始めるときに、決して最初に

おわびを申し上げてはいけないと

思うのですけれど、時差ぼけであ

りますし、風邪も引いてしまいま

した。 

 
■英国の高齢者の住宅選択 
 本日お話し申し上げるのは、英

国における高齢者並びに、英国の

高齢者の住宅の選択です。主に３

つの点について申し上げたいと思

います。最初に、高齢者について、

そしてこの高齢者がどういう住宅

に住んでいるかということについ

ての背景的な情報を御提供したい

と思います。そして次に簡単に、

国による高齢者向けの住宅政策

について申し上げたいと思います。

そして品質及び選択（quality と

choice）を重要視する政策につい

て申し上げたいと思います。そし

て最後に、私が今住んでおります

ニューカッスルについてご紹介し

たいと思います。ニューカッスル

において高齢者が自分たちで、そ

の住宅の質及び選択を守るために、

どのようなことをしているかにつ

いて申し上げます。 

 
■イギリスの人口統計について 
 最初に、統計について申し上げ

たいと思います。人口動向につい

て、そしてその後に、住宅につい

て申し上げます。こちらにありま

すのが、1951 年当時の英国の人

口です（図１）。ここにちょうど、

ベビーブーマーの、団塊の世代が

います。これはちょうど戦後であ

りまして、まだまだ若い時期です。

このように人口の形態はピラミッ

ド形になっていることがわかりま

す。ちょうど 50年時間を経ます

と、今度は先ほどの団塊の世代の

人たちが 50代になっています。

この中には、現在の英国の首相の

トニー・ブレア氏も入っています。 

 そして下のところには、ちょう

ど 40代に差しかかっている、第

２次ベビーブーマーの人たちがい

ます。先ほどのピラミッドが、少

しゆがんだ形になってきているの

がおわかりいただけると思います。

さらに 25年先へ進みますと、今

度は全くピラミッドではなくなっ

てしまって箱形になっています。

最初の団塊の世代の人たちは、一

番上の 80代に入っていますし、

また第２次ベビーブーマーの人た

ちも、ちょうど退職するころです。

少子化の動向は続きますけれども、

しかし日本と違って移民もふえて

いますので、全般的に土台はあり

ます。しかしながらピラミッド形

ではなくブロック形、箱形になっ

ているので、高齢者の人数がどん

どんふえていることもおわかりい

ただけると思います。 

 

■高齢者の住宅 

次に、高齢者がどのような住宅

に住んでいるのかということにつ

いて申し上げたいと思います。こ

ちらのグラフ（図２）に示されて

いるのが、それらの高齢者の法的

なステータスです。つまり持ち家

なのか、または家を借りているの

か、もし借りているのであれば、

どういうところから借りているの

か、というところを示しています。

まず高齢者世帯の 72％は持ち家

に住んでいます。そのうちほとん

どは、もう住宅ローンを抱えてい

ませんので、全く負債はありませ

ん。もう少し割合が小さくなって

14％の人たちは、いわゆるcouncil 

housingという、地方の地元の自

治体から借りています。また８％

は非営利の住宅団体から借りてい

ます。そしてわずか５％が民間か
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ら借りています。個人の大家さん、

または不動産会社から借りている

ということになります。ほとんど

の人が持ち家に住んでいるという

ことは、それだけ質の高い住宅に

住んでいるということでしょうか、

そして、それだけ裕福であるとい

うことでしょうか。これらについ

て、一つ一つ見ていきたいと思い

ます。 

 

■イギリスにおける住宅の質 

こちらは英国の住宅状況の調査

によるものですが、これらの物件

がまともなものなのか、まともで

ないのかを示しています(図３)。

ほとんどの人たちは、いわゆる「ま

とも」と言われているところに住

んでいることがわかります。しか

しながら、高齢者の一部分の人た

ちは、さほどきちんとしていない

住宅に住んでいることがわかりま

す。しかしながら、若い世代の人

たちよりも高齢者にとっての方が

住宅の状況は大きな問題になりま

す。住宅状況がよくないというの

は、多くの場合、暖房がうまくい

かなくて寒いというところにあり

ます。それは暖房のシステムがう

まくいっていない、効率的ではな

いということもあるかもしれませ

んし、また、窓ガラスが１枚にな

72

0
10

20

30

40
50

60

70

80

 

っていてペアガラスではないもの

になっているからであるというこ

ともあります。一つ申し上げなけ

ればいけないのは、イギリスにお

ける暖房費というのは大変高いも

のです。これは今、21 世紀にお

いて、大変豊かな国であるにもか

図 1イギリスの人口変動 1951/2001/2031図１ イギリスの人口変動 1951/2001/2031 

14
8 5

owner occupation
local authority tenants
social housing tenants
private renting

図 2  高齢者の持ち家調査
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かわらず、このような状況にある

ことは恥ずかしいことなのですが、

毎年、85 歳以上の人たちのうち

２万人が自宅の中で寒さのために

命を失っています。人によっては、

暖房をつけるか、それとも何か食

べるか、の選択肢を迫られる場合

があります。 

 

■身体状況・経済状況と住宅 

こちらにあるグラフ(図４)は、

実際に重症な病気を持っていたり、

また障害を持っていて、自分たち

のニーズに住宅が合っていないと

言っている人たちです。このグラ

フを見ると、より問題であると思

っている人たちは若い世代に多い

のではないかというふうに思われ

るかもしれませんけれども、しか

しながら、実際に退職している人

たちの方がより長い時間、自宅で

過ごすので、自宅に問題があった

場合、より大きな問題になります。

例えば問題というのは、階段があ

るとか、または浴室はあるけれど

もお風呂に入ることができないの

で、なかなか、自分を清潔に保つ

ことができないといった問題があ

ります。 

 住宅の状況について、いろいろ

と申し上げましたが、今度は、豊

かなのか、そうではないのかとい

うことに関して考えてみたいと思

います。イギリスにおいては退職

した 100 万人の人たちは、住宅

を財産として持っています。これ

が約 2,250万円です。しかしなが

ら所得水準は大変低く、生活費は

大変低いということで、資産はあ

るけれどもお金はないという状態

です。 

 

■イギリスの年金 

このプレゼンテーションの準備

をしているときに、皆さんがイギ

リスの年金について、また賃金レ

ベルについて御存じかどうかわか

らなかったので、少し背景資料と

して、何枚か、それらを説明する

ためのスライドを加えました。イ

ギリスでは３種類の年金がありま

す。今現在の退職年齢は、これは

今後引き上がっていきますけれど

も、男性が 65 歳、女性が 60 歳

です。退職をすると、まず、国か 

らの年金が支払われます。これは

国家の、国民年金保険のようなも

ので、働きながらどんどん拠出を

していくというものです。女性に

とっては、少し、これは問題かも

しれません。というのは、例えば

パートタイムで働いた女性は、そ

れほど拠出をしていないので、給

付額も低くなります。 

 次にあるのが企業年金です。こ

れは企業に払うものであって、そ

して企業から給付を受けるもので

す。ただ、企業から定年退職する

年齢は、先ほどの、国の年金の退

職年齢と一致するとは限りません。

もしかしたら会社からは、55歳 

図 3  イギリスの住宅のまとも

図 4  障害と住宅の不一致

 8



で定年になって退職するかもしれ

ない。その場合は企業年金の給付

を受けることはできますけれど、

まだ 65歳になっていないので、

国の年金の給付は受けられません。 

 そのほかに私的年金があります。

これは各個人が任意に拠出するか

否かを決めることができます。80

歳以上の高齢者の方は、国の年金

しかもらっていません。もう少し

若い年齢層の高齢者になると、こ

れら３つのすべてに加入していま

す。 

 

■年金の水準 

こちらのスライドに示されてい

るのが、国の年金の水準です。男

性であろうと女性であろうと、ず

っと一生涯フルタイムで働いてき

た場合には、大体１週間当たり２

万円を受け取ります。共働きであ

ればその２倍ということになりま

す。また、ほかの例として、男性

がフルタイムでずっと働いてきて、

そして、例えば子どもがいたとい

うような理由で妻の方がパートタ

イムでしか働いていないというこ

とになると、年金額が低くなるの 

で、総額としては３万 2,000円ぐ

らいになります。ここで矛盾が生

じています。実際に年金額として

受け取れるのが１週間当たり87.3

ポンドで、国から支払われるもの

がこれだけの金額でしかないのに、

国としては、実際に１週間生活す

るためには 119.05 ポンド必要で

あるというふうに言っています。

また、共働きの夫婦であった場合、

総額でも４万円ぐらいしか受け取

ることができないのにもかかわら

ず、国としては、生活するために

は少なくとも４万1,000以上必要

であるというふうに言っています。 

 これらの給付に関しては大変複

雑な制度になっていて、資格を持

っているにもかかわらず申し込め

ない人もいます。ですから、イギ

リスの高齢者の方は怒っている人

が多いわけです。きちんとした年

金制度があれば、このようにたく

さんの用紙に記入したり、また、

申請をしたり、そしてほかの人に

自分の所得水準を開示したりする

必要はないはずであると言ってい

ます。 

 

■年金の受給額 

こちらがお金に関する最後のス

ライドになるのですが、受け取る

べき額と平均の賃金を示していま

す（図 5）。これは昨年時点の数

字になりますけれど、男性の１週

間の平均賃金は 11万円ぐらいで

した。女性は８万 8,000円ぐらい

です。賃金としては男女で大きな

差はないのですが、ただ、往々に

して女性の方がより低い賃金のよ 

 

りレベルの低い仕事をしがちで

あり、結果としてこのように差が

生じます。こちらで見られるよう

に、あるべき姿というのと、高齢

者になると、もっともっと低い金

額で生活をしなければいけないと

いうのがわかると思います。 

 今、期待されているのは、この

ように家にお金があるので、それ

を取り崩して生活すべきであると

いうふうに思われています。持ち

家であっても、やはり改修しなけ

ればなりませんが、自治体や国か

ら出る助成金はさほどありません。

支援が必要であった場合、これも

地元のソーシャルサービスから提

供されるべきものなのですが、こ

ういったところも、どんどんコス

トが削減されているので、本当に

そのようなサービスを必要として

いる人たちが支援を受けていない

という状況になっています。その

ため、自腹を切って、自分でだれ

かに頼まなければいけないという

ことになります。また、老人ホー

ムのようなところに入るというこ

とになっても、質の高いところは

大変お金も高いという状態です。 
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図５ イギリスの年金の水準 
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■イギリスの政策 

次に、２つ目の点について申し

上げたいと思います。国の政策に

ついて、少しご紹介をします。今

の労働党の政権は、高齢者の住宅

について、ある考えを持っていま

す。選択肢があるべきで、また、

良質な情報及び助言を提供する

必要がある。良質な住宅及び支援

サービス、どちらか一方ではなく、

両立させるべきである。そして医

療、住宅並びに福祉サービスはお

たがいに協力しあわなければなら

ないと言っています。 

 今回のプレゼンテーションでは、

１番目と２番目について申し上げ

たいと思うのですけれど、後ほど

ご質問があれば、ほかの点につい

ても御説明をします。イギリスで

一つ問題になるのが、居住空間の

スペースの問題です。家の中にど

のくらいの空間があるのかという

ことです。今朝、世田谷区内をい

ろいろと見て回ったのですけれど、

このあたりの住宅は大変小さいも

のが多いと思いました。しかし、

日本人の友人に言わせると、日本

の住宅はすべて小さいということ

でした。イギリスでは、高齢者の

みが小さな家でいいだろうという

ふうに言われています。高齢者向

けの住宅を設計している人たちは、

高齢者に差別的な考えを持ってい

るようで、年をとれば、人生その

ものがどんどん規模が小さくなっ

ていくので、さほどスペースは要

らないであろうというふうに勝手

に思っています。 

 

■イギリスの住宅 

これは典型的なイギリスの家で

す(図６)。ほとんどのイギリス人

は、このような住宅に住んでいま

す。まず表玄関を入ると廊下があ

ります。こちらが居住空間になっ

ていて、家族の人たちが集まって

リラックスできるところです。ダ

イニングルームとキッチンがあり

ます。一体になっているところも

あれば、別々になっているところ

もあります。これは、どちらかと

い う と 最 近 の 、 近 代 的 な

Semi-Detached の、２戸が１住

棟分になっているというところで

す。２階に行くとベッドルームが

３つあります。ダブルになってい

るのが２つ、そしてシングルベッ

ドルームが１つです。また最近の

家では、お手洗いが２つある場合

があります。古い家ですと１つし

かありません。 

 最近つくられてきているイギリ

スの家では、４ベッドルーム、５

ベッドルームぐらいの規模でトイ

レの数も２つから３つというのが

典型的です。子どもが多く家族が

大きいのではないかと思われるか

もしれませんが、そうではなく、

家はどんどん大きくなってきてい

ますけれども、世帯あたりの住ん

でいる家族の数はどんどん減って

います。このように動き回れる場

所が十分あった方がいいと言われ

ています。 

 

■Sheltered housing 

高齢者向けの住宅の最も一般

的なのは、Sheltered housingと 

 

 

 
いうものです。まず、ここ

ための条件ですが、退職し

ければなりません。そして

人、自分の居住空間を持っ

す。リビングルーム、キッ

ダイニングルーム、ベッド

などがありますが、すべて

いになっています。そして

ざまな活動を行うための大

い共有スペースもあります

に、例えば障害を持ってい

1 階平面図

２階

図6 典型的なイギリス住
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また、何らかの支援が必要な人が

使えるような特別な浴室もありま

す。また、アラームもあり、マネ

ージャーとして常駐している人も

います。 

 ニューカッスルにおいては、高

齢者向けの、先ほどの住宅が、戸

数として 973、及びバンガローも

あります。ほとんど東部にありま

す。私はかつてニューカッスルの

自治体で働いていたんですけれど、

そのときに、ほとんどのものが建

設されました。市議会の議員で東

側の人たちが大変有力であったた

めに、たくさん建てることができ

ましたが、ほかの地域はさほどで

はなかったようです。これは１人

向けのSheltered housingの中の

部屋です（図７）。まず玄関を入

ると廊下に出ます。バス、トイレ

があって、キッチンもあります。

リビング、ダイニング、ベッドル

ームが一体になっていて、そのリ

ビング、ダイニングとベッドがあ

るところの間には、ちょっとした

カーテンのような仕切りがありま

す。 

 ただこれは、かつてその高齢者

の方が住んでいらした家の面積の

ういった形態のものはたくさんあ

ります。Sheltered housingとい

うのは大変いいものであるという

考えのもとでつくられてきました

が、しかし、もう古いものに関し

ては、問題を多く抱えています。

そのときのものは、あまりにも小

さいので、なかなか貸しにくくな

っています。そこまで小さいとこ

ろに住みたくないという人が多い

からです。 

 本当は、年をとると、例えばつ

えを使ったり歩行器を使ったりし

なければならないので、本来なら

ば、もっと、より広いところに住

まなければいけないのに、現実は、

スペースはより狭くなっています。

また、廊下沿いにすべての部屋が

並んでいるというような並びは、

まるで施設にいるような感じで、

イギリス人は、なかなか、そうい

ったところに慣れていないので好

みません。共有のスペースには素

晴らしい家具などが配置されてい

たりするんですが、通常はほとん

ど使われず、だれもいないという

状態です。このような Sheltered 

housingの部屋を、購入すること

もできます。民間で分譲している

ところもあります。これは１人ま

たは２人用であり、寝室は１つし

かありません（図８）。小さなキ

ッチンがありまして、そしてリビ

ングルームのような形、ダイニン

グもあって、ベッドルームもあり

ます。 

 今現在、ニューカッスルで売り

出されているものはありません。

サンダーランドというところが

10 マイル南にあります。そちら

に行きますと、大体3,400万円で、

このようなものが買えます（図９）。 

もしお金があるのであれば、ベッ

ドルームが２つあるような部屋を

購入することもできます。リビン

グ、ダイニング、キッチンは大体

同じようなサイズです。そのほか

に寝室が２つあります。それは例

えば夫婦の片方が病気なので別々

の寝室に寝るとか、または家族が

泊まりに来るときのために寝室を

空けておくとか、そういうふうに

使うことができます。こちらの広

さは、ここに来る前に住んでいた、 

 

図８ １人または二人向け Sheltered Housing
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住みなれた家と同じぐらいの広さ

である可能性があります。ニュー

カッスルの東にノースシールズと

いう町があります。そこでは、こ

のぐらいの大きさのものが4,650

万円で売られています。お金があ

れば、幾らでも選ぶことができま

す。 

 2005年に、Sheltered housing

に引っ越そうかなあと思っている

人たちを対象とした調査が行われ

ました。その結果、回答が多かっ

たのは、民間が供給している

Sheltered housingは質が良いと

いうことでした。質は高いけれど、

コストもかなり高いです。賃貸に

出されている、自治体が提供して

いるものに関しては、大変安いと

いうことで、その点は気に入った

と言っています。ただ、あれだけ

狭いところには住みたくないとい

うことです。このようにギャップ

が生まれています。もっと質の高

い住宅を、もう少し手ごろな値段

で欲しいと言っています。 

 高齢者向けの住宅をつくる人、

それに関連している人に対して、

常にどんどん期待が高まっている

ことを勘案しなければなりません。

今求められているのは、キッチン

がついていて、バス・トイレがつ

いていて、そしてある程度の大き

さの部屋が、そのほかに３つ必要

であるということです。この３つ

目の部屋というのは、さまざまな

用途に使うことができます。別の

正式なダイニングルームとして使

うこともできます。また２つ目の

寝室として使うこともできます。

趣味のための部屋に使うこともで

きます。高齢者でも、今はコンピ

ュータを使う人が多く、それは別

の部屋に入れておいた方がいいと

思っている人が多いです。 

 

■住宅に対する個人への要求 

こちらは、最近、私がかかわっ

ていた、高齢者向けのプロジェク

トに関するポスターです（図10）。

そのうち２つを選びました。１つ

はダイニングに関してのものです。

若い人なら、食事をするときに、

お盆に載せてテレビの前に座って、

ということもいいかもしれません

けれど、年をとった人は、そうは

いきません。これは高齢者の方々

が撮った写真ですが、一番上のこ

の女性は、正式なダイニングルー

ムを持っています。大変広い家に

住んでいるんですけれど、やはり

12

図10高齢者向けプロジェクトに関するポスタ

図 10 高齢者向けプロジェクトに関するポスター

 



家族が集まったときには、そのよ

うな大きな食卓に集まることを大

事にしています。人によっては、

そこまで広いところはないけれど

も、しかしキッチンの中でも独立

した食事をするためのスペースが

欲しいと思っている人がいます。 

 ２つ目のポスターは、やはり場

所が必要である、スペースが必要

であるということを示しています。

一番上の人は、絵を描くためのス

ペースが欲しいと言っています。

上から２つ目の方は、トロフィー

を飾ったり、また、いろいろ今ま

で集めてきたものを飾ったり、宝

物を飾ったりする場所が欲しいと

言っています。18 歳の学生であ

れば、まだ何も持っていないので、

大変狭いところでも住めるかもし

れませんけれど、80 歳にもなっ

てしまうと、人生を通り越してい

るわけですから、いろいろなもの

が集まって、いろいろなものが手

元にあるわけです。 

 こちらはコンピュータに関する

ことが書いてあります。少し若い

世代の高齢者の人たちは、このよ

うなＩＴを重視しています。やは

り連絡をとるために必要であると

考えています。 

 

■プロジェクト「House for 

Life」について 

次に、ニューカッスルで行った

プロジェクトで、House For Life

というプロジェクトについて申し

上げたいと思います。まずその中

で、高齢者に特化した問題につい

て申し上げたいと思います。何を、

どのような形でやろうとしたのか。

そして、その結果どうなったのか

をご紹介します。これはイギリス

の高齢者に限った問題ではなく、

世界共通であると思うのですが、

どうやって、よい選択をするのか。

何か選択をする場合には、情報が

必要です。そして、それが本当に

自分にとって最善の選択なのかと

いうことを決めるためのアドバイ

スも必要です。ある情報は専門用

語だらけです。ニューカッスルの

高齢者は、情報は明確でなければ

ならないと言っています。サービ

スを提供する側からの視点ではな

く、高齢者の視点に立った情報が

必要であると言っています。 

 まず、ニューカッスルの高齢者

が解決しようとした問題は、この、

アドバイスにあるギャップの問題

です。1998 年に、高齢者向けの

住宅に関する自分たちの独自のガ

イドを出しました。この中には、

Sheltered housing、またケアホ

ームなどのことが言及されていま

す。これは地区ごと、地域ごとに

まとめられています。サービスプ

ロバイダが同じような情報を提供

するときには、サービスプロバイ

ダごとの、提供者ごとの情報の区

分けになっています。ただ、高齢

者側に立ってみると、ほとんどの

人が知りたいのは、自分の地域に

何があるのかということです。 

 昨年は、建設会社、電気工事業

者、そして水道工事に登録してい

る人たちのリストを出しました。

まず問題となるのは、自宅を改良

する、アダプテーションをしなけ

ればいけないときに、だれが信頼

できるのか̶̶家の中に入ってきて

工事をするわけですから、だれを

信頼してお願いすることができる

のかということが、わからないと

いうのが問題です。この Register

の中に名前の入っている人たちは、

全員、質が高いだけではなく、信

頼のおける業者ばかりです。そし

て今年、ニューカッスルの高齢者

は、自分たちのウェブサイト、ホ

ームページをつくりました。その

中にも住宅に関連する情報が掲載

されています。 

 

■ハウスアダプテーションモデ

ルの事例 

今までは高齢者向けの特殊住

宅について申し上げました。ただ、

ほとんどの人は、自分がずっと住

んできた自分の家にとどまりたい

と考えています。そうした場合、

高齢者のニーズに応え続けるため

に、家をどうやって変えていくこ

とができるのか。ここでアイデア

を出しました。つまりある特定の

家を取り上げ、それを改良し、そ

して、こういうことができるんだ

よということを皆さんにお見せす

るということをしてみました。 

 髪型は違いますが、この写真に

写っているのは私です。まず市議

会にかけ合って、空き家になって

いた、ベッドルームが３つある

semi- detached の家を提供して

もらいました。かなり驚いたよう

ですが、向こうとしてもＰＲにな

るということで合意してくれまし

た。すべての工事に対して、市の
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方で費用負担をしてくれましたし、

また建築家も任命してくれました。

しかし、アイデアそのものは高齢

者がすべて出しました。さまざま

なプランを見ましたし、また、い

ろいろなワークショップなどを訪

問しました。例えば一つは、ハン

ドルをぐるぐる回すことによって、

流し台の高さを上下させることが

できるというようなものをつくっ

ているところもあって、そこにも

見学に行きました。また、照明に

ついてもいろいろ考えましたし、

そして庭などの緑の重要性につい

ても考えました。 

 この家が完成した後に一般公開

されまして、コメントなども求め

ました。実際にこのプロジェクト

に携わった高齢者がガイドとして

見せてくれました。多くの人が見

に来てくれました。高齢者もそう

ですし、また高齢者に対してさま

ざまなアドバイスを提供する立場

の人たちも来て、いろいろとコメ

ントを書いてくれました。このプ

ロジェクトを行うことによって、

高齢者は実際に自分の家を改良

することにより、自宅に住み続け

ることができるということを証明

しました。 

 例えばキッチンにガラスの扉を

つけることで、ちょうど裏にある

庭の緑がキッチンから見えるよう

になりしました。また、そのドア

を出て、そのまま庭に出られるよ

うになりました。高齢者は若い人

ほど力がないので、その庭に関し

ても維持管理しやすいように変え

ました。キッチンも、いちいち背

伸びをしなくていいように変えま

した。上の階から下の階へ、また

その逆も行き来できるようにエレ

ベーターにしました。浴室もやめ

て、すべてそのまま歩いて入れる

シャワーにしました。それによっ

て、滑って転ぶということがない

ようにしました。 

 ニューカッスルの高齢者にとっ

て、これは大変重要なプロジェク

トになりました。そしてお役人も、

きちんと、自分たちの言っている

ことに耳を傾けてくれるというこ

とがわかりました。また、住宅関

連のお役人も、高齢者について新

たな見方をすることができるよう

になりました。高齢者は知識も、

また、ノウハウも持っているとい

うことを再認識しました。建築家

は、より微妙な設計ができるよう

になりました。この高齢者のグル

ープ、住宅に関するこちらのプロ

ジェクトのグループの人たちは、

まだそのまま存続していて、私も

まだこの仕事に携わっています。

そして今や、大変重要なアドバイ

ザーになっています。役所の人が

高齢者向けの住宅などを用意する

ときには、必ず我々のところに相

談に来ます。 

 以上になります。簡単にまとめ

ますと、まず、人口についてお話

しをし、そして高齢者が住んでい

る住宅についてお話ししました。

また、良質なもの、そして選択肢

を提供する必要があることも学び

ました。ただ問題が２つあります。

一つはお金の問題です。もう一つ

は情報です。ニューカッスルの高

齢者は、もう、待ちくたびれてし

まって、自分たちで主導権をとっ

て、いろいろと行動に出始めまし

た。ご清聴ありがとうございまし

た。 
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話題提供：世田谷区の高齢者住宅施策と住まいサポートセンター構想 

 

 

板谷雅光（世田谷区住宅課長） 

 

 

■高齢者の住宅に対する施策の

経緯 

○大原（横浜国立大学） ここか

らはディスカッションにはいって

いきたいと思います。最初に、住

宅の情報ということがテーマにな

ると思います。その住情報みたい

なものを提供する「住まいサポー

トセンター」が、世田谷区で構想

されてスタートしました。まず話

題提供としてその話を含め、地元

世田谷の高齢者の住宅に対する

施策について、報告していただい

て、後でギルロイ先生にもコメン

トをいただくというような形で、

少し具体的に、日本で何が可能な

のかというあたりの話に展開して

いければと思っています。 

 先ほどお話の中にありましたよ

うに、午前中に２～３カ所ですが、

世田谷区内の見学をしたのですが、

まずいわゆるシルバーハウジング

と言われている、公営住宅で高齢

者配慮のものを見学しました。こ

れは先ほど紹介されていた、イギ

リスでのSheltered housingを日

本で勉強した結果です。20～30

年前に、イギリスでは Sheltered 

housingというのがあって、それ

からスウェーデンでサービスハウ

スというのがあって、ということ

を勉強して、行政で独自に計画し

てきたものです。これがシルバー

ハウジングという形で、今あるわ

けですが、深沢にあるのは大体

10 年ぐらい前に建てられたんで

しょうか、そういうものと、それ

から 20年前に、まだシルバーハ

ウジングの制度ができる前に建て

られた新樹苑という、高齢者専用

住宅の、一つの新しいタイプの試

みとしてつくられたものを見学し

ていただきました。先ほどの話で

も、やっぱり狭いですねという話

が出たのですが、そんなことを少

し前提として、これから世田谷区

の高齢者住宅施策と、それから、

「住まいサポートセンター」とい

うのは、どのようなものを考えて

いるのかということを、世田谷区

住宅課長の板谷さんからお願いし

たいと思います。 

 
■世田谷における高齢者の人口 

○板谷（世田谷区役所住宅課長） 

こんにちは。世田谷区役所住宅課

長の板谷といいます。よろしくお

願いします。今回のお話が、高齢

者の住宅施策ということですので、

私ども住宅課は、子育て対象、あ

るいはいろいろ、住環境的につい

てもやっていますけれども、今日

は高齢者に関するお話をさせてい

ただきます。 

 資料の中の、最後にレジュメを

つけておりますので、そちらに沿

ってお話しさせていただきます。

最初に、世田谷区における高齢者

居住支援の現状と課題ということ

で、（１）として高齢者とその居

住の実態。高齢化はさらに進展、

ということを掲げています。別と

表 1 平成 17 年度高齢者実態調査対象者数 
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じで表形式の資料があります。そ

れもあわせてごらんいただければ

と思います。 

 少し古い資料ですが、世田谷区

の総人口は、平成 17年１月現在

80万 4,730人で、最新の 19年１

月１日の統計だと約 84万人程度

と増加しております(表１)。17年

当時の数値の割合で言いますと、

80万 4,730人のうち、65歳以上

の高齢者人口は、13万 6,793人、

総人口の 17％に相当します。ま

た 70歳以上の高齢者人口は９万

7,761 人、総人口の 12.15％であ

ります。総人口に占める高齢者人

口、65 歳以上の割合の変化です

けれども、平成７年は 13.5％、

平成 12年は 15.5％というふうに

増加で推移しておりまして、平成

17年度で 17％となりまして、今

後も増加が確実視されています。 

 また、高齢者のみの世帯の急激

な増加ということで、世帯構成の

面でも変化が起きています（図

11）。高齢者を含む世帯の家族類

型を見ると、昭和 60 年（1985

年）を 100とした場合、65歳以

上の高齢者の人口の伸びが174.6

であるのに対して、ひとり暮らし

の高齢者は 319.5、高齢者夫婦の

みの世帯数は349.3ということで、

高齢者のみの世帯の急激な増加

が進んでいるということがいえま

す。また、平成 17 年の５月 16

日～６月 24日に実施した調査に

よると、70 歳以上の高齢者のみ

の世帯は 7,295世帯、１万 4,751

人もいらっしゃいます。 

 

■高齢者の住宅における課題 

次に、住宅改修は進行中という

ことですが、介護保険制度の始ま

りによりまして、高齢化の進行と

バリアフリー化への関心の高まり

もありまして、1998 年の住宅都

市統計調査の集計によれば、「住

宅に高齢者のための何らかの配慮

がある」と答えた世帯は全体の

31％、持ち家では 56％に上りま

す。しかし持ち家でない借家では

16％にとどまっています。また、

実際に有効な改修がなされている

かどうか、改修の質についてはま

だ正確に把握しておりませんので、

その辺の問題が指摘されています。

また、建物の各部、手すりやトイ

レ等のバリアフリーにとどまらな

い、加齢や家族関係などの時間軸

の変化に対応した、人と人が共生

して生きていける、そういったこ

とに、ふさわしい住宅をつくるこ

とが、これからの課題とされてい

ます。 

 
■世田谷における高齢者向け住

宅 

これまでの高齢者居住支援施

策の現状と課題ということですが、

ここで少し、世田谷の特色をお話

ししておきたいと思います。もと

もと世田谷区は、東京都の内部団

体であった時代がありまして、そ

れが地方自治制度の改革というこ

とで、昭和 50年にやっと区長の

公選制が認められ、あるいは都区

間の役割の見直しということで、

平成２年から一般の自治体並み

の権限が与えられています。ただ、

図 11 総人口・高齢者人口・ひとりぐらし・高齢者のみ世帯の指数の推移 
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その一方で、住民・法人税だとか、

そういった税金を、23 区及び東

京都で分配する、あるいは消防等

の事務を東京都が代行するなどの

特殊性があります。そんな関係か

ら、世田谷区自体が住宅施策に本

格的に取り組み出したのは平成２

年からということで、歴史はそれ

ほどありません。それまで住宅施

策としては、東京都が直接、都営

住宅等で施策を展開していたとい

う状況が特徴的にあります。そう

いうことを踏まえまして、お話を

聞いていただければと思います。 

 先ほど大原先生から少しご紹介

がありました、シルバーピア、シ

ルバーハウジングですけれど、こ

の整備等で、これまで世田谷では、

厳しい住宅事情にある高齢単身

者世帯に対して国レベルの住宅施

策が整っていなかった 1970年代

に、いち早く民間住宅の借り上げ

アパート制度を開始しました。ま

た 1987年には、住宅供給と居住

支援のサービスを組み合わせたシ

ルバーハウジング制度にさきがけ

て複合居住施設としての新樹苑

を開設、東京都におけるシルバー

ピアの最初の事例となっています。 

 その後も世田谷区のシルバーピ

アは、小さな集合規模で地域に分

散配置するあり方、生活協力員の

配置などを実現してきました。生

活協力員というのはライフサポー

トアドバイザーとして、高齢者の

方々の日常生活のよき隣人的な

立場から支援をするというような

方々です。また、デイホームとの

複合、環境共生への取り組みなど

にも、積極的に当たってまいりま

した。なお、シルバーハウジング・

プロジェクトは、高齢者単身・夫

婦世帯が自立して安全かつ快適

な生活を営むことができるよう、

住宅施策と福祉施策の密接な連

携のもとに住宅の供給を推進する

昭和 62年度から始まった国の制

度のことです。 

 
■区営住宅の取り組み 

区営住宅の方の取り組みですが、

平成２年度から都営住宅にかわっ

て区営住宅の運営をしているわけ

ですけれども、現在、高齢者の方

の伸びが非常に大きいのですが、

区営住宅自体は、高齢者に限定し

ていません。これは日本の住宅政

策の歴史ですが第二次世界大戦

後、どうしても住宅が足りないと

いうことで、質より量の確保をは

かる建設計画法という法律で、住

宅の供給戸数を目標にやってきま

した。現在都営住宅は確か 26万

戸ありまして、日本における公営

住宅の１割を都営住宅が占めてい

ますが、どうしても狭小、あるい

はエレベーター等がないというよ

うな、決していい住環境とはいえ

ないものがあります。 

 区営住宅は区で建設もしており

ますけれども、一方で区内にある

都営住宅を移管して供給していま

す。その中で、区営住宅で１階部

分に空室が発生した場合には入口

に至るまでの団地の階段のスロー

プ化、共有部分のバリアフリー化

等を行っております。そうしてバ

リアフリー化された住宅は、高齢

者向けとして公募に付していくと

いうことで、高齢者への供給をふ

やしております。 

 
■居住支援制度 
どうしても公営住宅だけでは、

高齢者の急激な増加に対応でき

ないため、民間賃貸住宅への入居

を促すということで、居住支援制

度を始めております。どちらかと

いうと、東京の場合には学生向け

の不動産というのが多く存在して

います。これは２年ごとに回転し

ますし、保証人もしっかりしてい

るということで、大家さんの立場

からすると学生さんに貸したがる

というのが一番多くて、はっきり

申し上げて、高齢者の方は火事の

問題、病気や事故の問題、犬猫を

飼ってしまうというような問題か

ら、大家さん等からすごく敬遠さ

れているというところがあります。

そこで居住支援制度というものは、

一つは保証会社と区が契約をして、

高齢者や一人親の家庭、障害者の

方に対して、最長 24カ月の家賃

保証を行うというものです。それ

ともう一つは福祉施策と連携して、

既存の福祉施策でサポートをして、

大家さんの方にも安心して貸して

いただける環境づくりをしていく

という制度です。 

 

■住まいサポートセンター構想 

住まいサポートセンター構想に

ついてです。平成 13年を初年度

とする 10年間の、世田谷区の住

宅のマスタープランとして、第２

次住宅整備方針があるわけですけ
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れど、今回、それの５年間の中間

見直しを行いまして、後期方針を

まとめました。お配りした資料は

その概要版ですが、その最後のと

ころ、新規プロジェクトのコピー

をさせていただきました。住宅マ

スタープランの目標が「区民が主

体となった協働による住宅策の推

進」であり、こちらを後期の５年

間の中で進めていくには新たなプ

ロジェクトが必要で、その中でも、

区民が主体となるためには、「情

報」、あるいは、たまり場的な「場」

が必要だろうということで、「（仮

称）じゅうフォメーションセンタ

ー」の構想を立ち上げております。 

 コピーした資料の右側に４つ箱

がありますけれど、その一番上の

「住まいづくりに関する専門家・

事業者のネットワーク」というこ

とで、情報発信・交流拠点として

の機能を持たせたものを、「（仮称）

じゅうフォメーションセンター」

とします。先ほど大原先生からも

お話しいただきましたように、こ

の４月１日から、区役所内住宅課

横で、「住まいサポートセンター」

として発足しておりますけれども、

実質、今行えているのは居住支援

制度、住宅相談の受け付け等です。

これから居住支援の住宅認証制

度、あるいは賃貸物件情報提供、

住教育ということに取り組んでい

きたいと思っています。 

居住支援の住宅認証制度もそ

のひとつです。先ほどお話しまし

たように、高齢者の方の、民間の

賃貸住宅への入居を促進するため

には、物件的に待っているよりも、

認証という制度をつくって、逆に

掘り起こしをすることが大事です。

高齢者の方も受け入れますという

ことで、これは、あんまり条件を

高くはしたくないのですけれど、

ある程度、バリアフリーがされて

いるとか、そういった住宅に対し

て区が認証を与えることによって、

入居を促進していこうと考えてお

ります。区としては、具体的には

今後５年内に消防法の改正によ

って火災警報器の設置が既存の

住宅にも義務づけられますので、

その辺の助成等をインセンティブ

とする、あるいは当然、福祉事務

所とも連携をとってソフト系のサ

ービスにもつなぎあわせることを

考えております。 

 

■情報提供サービス 

賃貸物件の情報提供のサービ

スですけれど、これは民間の賃貸

住宅の仲介事業者の方に、私ども

のところに来ていただきまして、

高齢者等が求めているお部屋の条

件に合う物件を探して、地元の不

動産屋さんにつないでいただくと

いうことを考えています。それと、

高齢者だけに限ったことではあり

ませんが、住教育的なこともやっ

ていきたいと考えております。区

民が住まい・まちづくりの担い手

として成長できる仕組みとして、

学習機会の提供、あるいは具体的

には小学校への副読本の提供や、

専門家の派遣、加齢を見据えた住

宅づくり、地域に開かれた家づく

り等を想定しております。 

駆け足でしたが以上で終わらせ

ていただきます。 
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全体討論 
 

 

 

 

 

 
司会：大原一興（横浜国立大学） 

■要求に対するメニュー化 

○大原 板谷さん、どうもありが

とうございました。それぞれの自

治体で、いろいろな工夫がなされ

ているとは思いますけれど、恐ら

く共通した要求に対して、世田谷

区では、こういうふうなことを、

今、メニュー化して行ってきてい

るということの紹介がありました。

このサポートセンターというのが、

最初は「じゅうフォメーションセ

ンター」ということで、住情報を

中心にやるのかなあと思ったので

すが、今は「住まいサポートセン

ター」ということで、守備範囲が

広がったのか狭まったのか、よく

わからないですが、もう少し、サ

ポートを全体的にしていこうとい

うことになっているようです。 

 

■イギリスにおける高齢者の住

居選択 

今のご報告も含めまして、ギル

ロイ先生に質問が幾つか来ている

ので、そのあたりをお答えしてい

ただきながら、話をすすめていき

たいと思います。 

 まず、全般的なことについての

質問が一つあります。これは西野

さん（東京大学）からの質問です

が、Sheltered housingに移り住

むということと、それから、自分

の住宅にとどまってハウスアダプ

テーションをして住み続けるとい

うことに関しては、直接的にどち

らを選択する高齢者が多いのでし

ょうかという質問です。その割合

についての話と、それがどういう

基準で選択されるのか、といった

あたりの話をお聞きできればと思

います。 

 
○ギルロイ ご質問ありがとうご

ざいます。まず、イギリスにおい

てSheltered housingに住んでい

る高齢者は大体５％です。より多

くの人がSheltered housingに住

みたいと思っているとは思います

が、十分な数が確保できません。

た だ し 今 現 在 、 Sheltered 

housingに住んでいる人であった

としても、自宅をどうやって改良

すればいいかというのが、あらか

じめわかっていたら、自宅に住み

続けたかったと思う人も多いと思

います。 

 そしてまた、引っ越しを余儀な

くされる人もいます。例えば、私

が今住んでいる家は、表玄関に行

くまでに石の階段を通らなければ

いけませんし、また住宅にも階段

が３つもあります。ですから、そ

のような家に住んでいた場合には、

仕方なしに引っ越さなければいけ

ないという人もいます。 

 どちらかをしたいという願いが

あったとしても、なかなか、それ

が実現できるとは限りません。イ

ギリスでの多くの調査の結果を見

ると、ほとんどの人が自宅にその

まま住み続けたい、死ぬときは自

宅でというふうに思っている人が

多いという結果が出ています。 

 

■情報のネットワークについて 

○大原 ハウスアダプテーション

ということを考えると、住みとど

まるためには、恐らくいろいろな

専門家がかかわっていることにな

ります。例えば、先ほど出ていた、

断熱性を上げるというような、暖

房に対する対応とかいったことに

ついては、建築の専門家がある程

度かかわれるものです。もう少し、

身体にかかわる部分、医療とか福

祉の分野、保健の分野というよう

な人たちが、住み続けるためのさ

まざまな支援をしていかないとい

けないと思うんですが、その辺に

関して、今回テーマになっている

情報ネットワークというものが、

今、うまくいっているのでしょう

か。情報のネットワークについて

はいかがでしょうか。 

 
○ギルロイ 一つだけ追加したい

のですが、今、私が教えている学

校は建築も教えています。イギリ

スで一人前の建築家になるために

は、大変時間がかかります。しか

し、それだけ長い時間がかかるに

もかかわらず、何年も勉強してい

る間に高齢者のためのハウスアダ

プテーションに関する講義は一切

受けません。しかし、これから先

の仕事は、主にそういう仕事にな

っていくわけです。 
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○大原 例えば福祉関係、医療関

係の人たちと交流をする、情報交

換をする、というようなネットワ

ークというのはつくられているの

でしょうか。 

 
○ギルロイ ないと言わざるを得

ません。日本では同じ状況かどう

かわかりませんけれど、イギリス

においては、例えば住宅専門の人

は、それだけに特化して、社会福

祉の人はそれだけに特化して、医

療関係の人はそれだけにというふ

うに、なかなか、おたがいに一体

となって仕事をしていないという

のが実情です。ただ、高齢者の側

から見れば、それは別々のもので

はなくて、すべて包括したもので

あるにもかかわらず、サービスを

提供している側は、それぞれ別々

であって、実際にしゃべっている

ことも、おたがいに理解しあえな

いような状況です。国としては、

もっと協働するようにということ

を奨励しています。まだまだ道の

りは長いです。 

 
○大原 実は世田谷区では、この

ニューカッスルの、主にヘルスケ

アとか福祉の分野での調査や交流

が昔からありまして、福祉医療関

係の人たちは何回もニューカッス

ルに足を運んで、いろいろ勉強し

て、向こうからもさまざまな人が

来て、こちらで話をしてもらうと

いうようなことをしてきたそうで

す。ただ、現実に住宅政策の話と

いうのは、そういうときに余り出

ていなかったような気がします。

今のギルロイ先生の話からも、何

となくその辺が、いまだにセパレ

ートされているなあということが

実感できたのですが、保健福祉の

分野から、渡邊さん（世田谷区）

は前に２度ほど行かれていますし、

交流があったということなので、

その辺のことを、実感として何か

感じておられるでしょうか。 

 

■保健福祉分野から見た相互連

携 

○渡邊（世田谷

区役所） 世田

谷区役所の渡邊

と申します。私

が２度ほど行ったのは、1997 年

と 1999年ということで、大分前

になります。住宅関係では、

Sheltered housingは毎回見学い

たしました。当時の先進的な

Sheltered housingと言われてい

るものを見学したり、入居者の方

にインタビューしたりしました。

ただ、10年たって、そのSheltered 

housingが、住宅の広さ等々を含

めて、今の高齢者のニーズに合っ

ているものなのかはわかりません。 

 これは私からの質問のような形

になりますが、午前中に見た新樹

苑は、できた当時はとても先進的

な建物だったんですが、20 年た

って、入居者の方の身体機能が落

ちたり、また部屋の広さが今の時

代の高齢者にマッチしないなど、

機能の見直しが必要になってきま

す。やはり建物というのは、時代

が変わってもそれ自体は変化しな

いので、時代の変化に対してどう

いうふうに、その機能等々を変え

ていくかというのが常に課題にな

るのかなというふうに考えました。 

 その次に、各専門家のネットワ

ークですが、私たちが訪ねたころ

は、サービス提供者側のキーパー

ソンを、市がやるのか、それとも

福祉のケアマネジャーがやるのか

で、随分、せめぎあいをしている

時代でした。一応、チームケアの

体制は整っていたんですが、その

権限とか、予算をどのように、だ

れが持つのかということで随分議

論がされていたようでした。世田

谷区でも、チームケアの大切さな

どは学んで帰ってきたということ

です。 

 

■ イ ギ リ ス の Sheltered 

housing の現状と問題 

○大原 ありがとうございます。

Sheltered housingは、もちろん、

イギリスでも数十年たっていると

いう経験があるわけですが、当然、

入居されている方の身体の機能と

いうのも変化する。それから建物

も古くなる。いろんな問題がある

と思うのですけれど、イギリスで

の Sheltered housingが、今どう

なって、何が問題になっているか

というあたりを、簡単に紹介して

いただけますか。 

 
○ギルロイ 昨年、ニューカッス

ルの市議会では、コンサルタント

にSheltered housingに関する研

究を委託しました。コンサルタン

トに対して委託された内容は、現

在の Sheltered housingを、今の
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人々のニーズにより合わせるため

に、どうやって改良したらいいの

かということでした。 

 出されたアイデアの中には、間

もなく実施されるものもあります。

例えば先ほどお見せした、一番狭

いものがありました。ベッドルー

ムとリビングルームとが全部一体

になっているワンルームのもので

す。それらを変えることになって、

２つの部屋のものにします。しか

し広さはもう少し広くします。 

それからもっと技術的な支援をで

きるようにしようともしています。

一つの例としては、例えば水道の

水漏れ検知器のようなものです。

だれでも経験があると思いますが、

お風呂に水を張ろうとして、水を

入れ始めたら電話が鳴ったので、

すっかり忘れてしまってお風呂が

あふれてしまう、そういうことを

防ぐための検知器なども考えてい

ます。 

 ニューカッスルとしては、その

ような技術をいろいろと検討して

います。というのは物理的に建物

を変えるよりも、そちらの方がコ

ストがかからないからです。ただ、

それだけではなくて、より大きな

変更も加えようとしています。も

う一つ新たに建設されたもので、

そして今年また建つ予定のもので、

エクストラケアというものがあり

ます。こちらのエクストラケアの

部屋は、Sheltered housingより

も少し広くなっています。それだ

けではなく、入居者は、より多く

のサービスを受けることができま

す。例えば今朝見せていただいた

センター同様に、みんなが食事の

できるようなレストランも入れよ

うとしています。家事の支援のみ

ならず、身支度とか、身の周りの

ケアなどをしてくれるケアワーカ

ーもいるようにします。ニューカ

ッスルでは、今、そのようなとこ

ろを２カ所建てていますけれど、

２ヶ所だけでは十分ではありませ

ん。 

 
○大原 ありがとうございました。

やはり正解はなくて、今、それぞ

れの自治体でいろいろな試みをし

ているというのが実情だと思いま

す。そういう中でも、エクストラ

ケアというような、一つの形態が

出てきた。多分、日本と同じよう

な政策のつくられ方のような感じ

がして、何が一番いいのかという

のは、なかなかわからないという

ふうに感じられます。その辺の議

論は、これから重要な課題として、

日本も直面しているのだろうと思

います。 

 

■House For Life の仕掛け人に

ついて 

また少し話の方向を変えまして、

先ほど、ネットワークというよう

な話が出てきました。それに関連

して、人に関して、どういう人が

何をやっていくかという、職種や

実行者に関しての質問の一つが、

海老塚さん（都市再生機構）から

の質問で出されています、先ほど

House For Lifeという、一つのプ

ロジェクトがありました。それは

私たちも非常に刺激的に見せてい

ただいたのですが、あのプロジェ

クトを企画したのは、どういう組

織なのか。海老塚さんのご質問で

は、例えば大学が仕掛け人になっ

たのか、建築家がやったのか。そ

ういうものに参加した高齢者とい

うのは、一体どういうふうな経歴

の人なのかというようなこと。そ

れから市当局、行政が、なぜこの

ような試みを主導的にしなかった

のか、というご質問です。だれが、

こういうものをやってきたのか、

というあたりの質問に対してお答

えをお願いします。 

 
○ギルロイ House For Life の

プロジェクトは、高齢者が考えた

ものです。まずニューカッスルに

は Elders Council という組織が

あります。50 歳以上の人であれ

ば、だれでも会員になることがで

きます。一切無料です。こちらの

Elders Council は、Quality of 

Life Partnershipというところと

一緒にやっています。このパート

ナーシップというのは、まず市の

当局と、そして Age Concernと

いう大きなＮＧＯ、そして高齢者

がつくっている小さな集団との間

のパートナーシップです。 

 そこでは、さまざまなルールを

策定しています。例えばある会合

を持つときに、高齢者が１人でも

出席していなければ、そのミーテ

ィングは成り立たないというふう

に言っています。自分たちがかか

わらないのであれば、自分たちの

ことを決めてくれるなという考え

です。私はハウジンググループの

 21



アドバイザーを個人的に務めてい

ますが、それは個人的にやってい

るのであって、大学とは一切関係

ありません。そちらのグループで、

1999 年に、自分たちで家の改良

をやってみようというふうにアイ

デアを出しました。これは大変大

がかりなものなので、市の方から

は、だめだと言われると思いまし

た。私どものところの市の当局は、

相談を受け付けるということに関

しては大変評判の悪いところです。

しかし、そのようなチャンスを与

えられたので、やってみようとい

うふうに同意してくれました。も

ちろん、そのやり方には、問題は

出てきました。というのは、市が

絡むと、市がどうしても主導権を

握りたいという態度に出るからで

す。家もお金も市の方から出てい

ましたし。でも、それでは困る、

自分たちのやり方で進めてもらわ

ないと困るというふうに、こちら

も反論しました。すると意外にも

かかわった建築家の人たち、また、

専門家の人たちも、市ではなくて

高齢者の意見を聞こうというふう

に言ってくれました。それも大変

驚きました。 

 実際の資金は市から出ていまし

たけれど、そのプロジェクトのア

イデアは、すべて高齢者が出した

ものです。こちらのハウジンググ

ループに関しては、恐らく 10人

ぐらいの高齢者が常に時間を割い

て活動をしてくれています。70

代、80 代の人たちです。やはり

主に女性です。いろいろな経歴の

人がいます。専門職についていた

人もいれば、そうでない人たちも

います。ただ、みんな共通の意識

を持っていて、ものを改善しよう

と考えています。そのほかにも、

より大きな高齢者の団体の人たち

と一緒に協力をし、そういったと

ころからアイデアももらいました。

写真を撮ったり、写真を使ったり、

また、計画書を使ったり図面を描

いたり、いろいろなスキルを持っ

ている人たちが集まっていたので、

これらのスキルを活用し、自分た

ちのやりたいものはこういうもの

であるということを示しました。 

 

■これからの人材について 

○海老塚（都市再生機構） ちょ

っと日本とは違っているように感

じました。日本だと、まだ公的組

織が大きな力を持っていますから、

公的住宅供給組織自身が自らの

研究所で、古い住宅をどういうふ

うに改善したらいいか、そのモデ

ルを作り出しています。イギリス

は多分、住宅部局の力が非常に弱

くなっていて、30年前はGreater 

London Councilなどが立派な公

営住宅（Council housing）をつ

くっていましたけれど、今では、

そういうものを開発する力がなく

なってしまったのでしょうね。 

 
○ギルロイ おっしゃるとおり、

Council housingもどんどん減っ

ていますし、また、地元の自治体

の力もどんどん弱くなってきてい

ます。地方の自治体に全く力がな

く、中央政府のみに権力が集中し

ていると思っている人が多いです。

ただ、選挙で投票するということ

になると、選挙に行って投票する

確率が最も高いのは高齢者です。

若い人は政治には無関心です。日

本でもそうでしょうか。 

 次の世代になるのが団塊の世代

の人たち、ビートルズやローリン

グ・ストーンズで育った人たちで

す。そういう人たちは、欲しくな

いもの、魅力的でないものは要ら

ないという人たちです。また、自

分たちが発言することになれてい

る。そういう人たちが、今度、高

齢者になります。将来の高齢者、

これからの高齢者というのは、も

ちろん、どんどん人数もふえてい

きますし、また、お金も持ってい

る。お金を持っていれば、力もあ

る。お金も力もあれば、自分の思

いどおりに、いろいろと動かすこ

とができるということになります。 

 今から退職しようという世代の

人たちは、まず高等教育を無料で

受けています。そして卒業したと

きには、いい就職口がたくさんあ

りました。そういった人たちはリ

ストラもされずに、ずっと最後ま

で勤め上げました。土地の価格が

低かったときにマイホームを買っ

た人たちです。もっと若い人たち

は、そんなにラッキーではありま

せん。先ほどの質問の中で、なぜ

市の方が率先してこういうことを

やらなかったのかということを聞

かれていたと思います。地方自治

体には、そのようないいアイデア

を出す人材が、なかなかいないと

いうのが実状で、もっといいアイ

デアを出すような人材を入れた方
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がいいと思います。 

 

■適正な情報の発信について 

○大原 ありがとうございました。

今のような、自治体と高齢者との

関係というようなこと、それから

業者とか、その辺の関係性に関し

て、適切な情報とは何なのかとい

うようなことに関連するご質問が

来ています。足立さん（ゆま空間

設計）からの質問は、必要な情報

に対するアクセシビリティーとい

うものをどう確保するのか、行政

と、情報を得る高齢者との関係が、

どのように連携、あるいは協働し

ていくのがいいのか、というご質

問です。 

これに関連すると思いますが、

神吉さん（東洋大）からもご質問

があります。先ほどの話の中に、

いろいろな建設業者のリスト、デ

ィレクトリというのがありました。

それについて approved builders

というふうな言い方があったわけ

ですが、つまり認定される業者と

いうリスト、優良業者リストみた

いなものでしょうか、そういうも

のがあると書かれていましたが、

誰がどのように、その業者を、い

いとか悪いとか、判断するのかと

いうあたりを含めて、適正な情報

というのは、誰がどんなふうに発

信していくのかということに関し

てお答えいただければと思います。 

 
○ギルロイ 先ほどの Elders 

Councilの中のハウジンググルー

プというのが、私が属しているグ

ループですけれど、それとは別に、

Leaders Groupという、ほかの集

団がいます。こちらの Leaders 

Group が、明確な情報というこ

とに対してのアドバイスをしてい

ます。何年か前にサービス提供者

から提供される情報を見て問題に

したことが発端となって、こうい

ったグループができました。高齢

者は最初提供されたそのような情

報を、大変批判的であって、もっ

と改善すべきであるというふうに

突き返してしまいました。今は、

さまざまな情報の発信元、または

サービス提供者は、まず草案をつ

くってきます。そしてそのグルー

プにそれを見せて、これでいいか

ということを聞きます。そういっ

た観点から、市が発信している情

報の多くは、もう既に高齢者の立

場から書かれ、そして高齢者の立

場で、明確であるというふうに承

認を得ています。そのグループに

関しては、サービス提供者と一緒

に仕事を遂行することによって、

より高齢者側に立った考え方を推

進できるようにしています。そう

することによって、どんどん改善

していけるからです。また年に４

回、ニュースレターを発行してい

ます。その中には、市内に住んで

いるすべての高齢者に対する情報

が載っています。そのほかに、ホ

ームページも立ち上げました。と

いうのは、本当に高齢の高齢者の

人たちは、そういった技術を使い

こなすことはできないかもしれま

せんけれど、もう少し若い世代の

人たちは使いますし、また、これ

から高齢者になる人たちは、必ず

コンピュータを使うからです。そ

して、先ほど申し上げた Age 

Concernという大きなＮＧＯでも、

高齢になってくると視力が衰えて

きますので、そういう人でもきち

んと読めるのか、また色合いはど

うかというようなことをチェック

する専門家を抱えています。 

 先ほどの業者のリスト、Trades 

Register については、Care and 

Repair という組織が業者を認定

しています。こちらの団体、Care 

and Repairに関しては、お金を

出すわけではありませんけれど、

しかし高齢者とともにその業者を

選定し、そして実際の工事の監督

を行います。Care and Repairの

もとで仕事をした業者の中で、大

変質が高く、そして丁寧で割安で

あると思われるようなところは、

そのリストに載せてもらえます。 

 

■House for Life の居住者像 

○大原 ありがとうございました。

あと１～２点、質問が来ています。

まず神吉さんから、もう一つの質

問、House for Lifeという３ベッ

ドルームのモデル住宅の居住者像

を知りたいということです。車椅

子までを想定しているのかとか。 

 
○ギルロイ House for Lifeその

ものは、３ベッドルームの、寝室

が３つある semi- detachedの家

でした。家族向けではありますけ

れども、しかし現実は高齢者が１

人で住む場合も多いです。車椅子

の人が住めないわけではありませ

んが、改良はされたものの、車椅
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子だったら、ちょっと難しいかも

しれません。このプロジェクトを

通じてわかったのは、市の方では

車椅子向けの改良に関する知識

は既にかなり蓄積されていたとい

うことです。車椅子に対応すると

いうことに関しては、もう、スキ

ルは持っていたんですけれど、た

だ、もう少し微妙な改良というこ

とに関しての知識はさほどないと

いうことでした。例えば高齢にな

るからといって必ずしも車椅子が

必要になったり障害を持ったりす

るわけではない、だからといって

今までと同じように、身体を簡単

に曲げたり背伸びをしたり、とい

うことはできないので、ほんのち

ょっとの違いで、そういうことが

簡単になる、そういう改良の仕方

に関してのプロジェクトでした。

普通の高齢者は、車椅子を使って

いるわけではありません。ただ、

つえを使っている人もいます。ま

た、視力も衰えています。耳も、

あんまりよく聞こえない人も多い

です。 

 

■イギリスでのルームシェアに

ついて 

○海老塚 ちょっと、これに関連

して質問します。日本であれば、

３ベッドルームの改造をするので

したら、多分、２人の高齢者がル

ームシェアをするようなことも検

討するのですが、住宅価格が高い

イギリスで、ハウジングコストを

下げるために、２人で住むような

ことは検討されているのでしょう

か。 

 
○ギルロイ それはイギリス式の

やり方ではありません。今、検討

されているのは、実際にまだ実施

はされていないのですが、

Co-housing という考えがありま

す。これは Sheltered housingと

少し似ていますが、ただ、すべて

自分のことは自分で行うというも

ので、ほかの高齢者と一緒に住む

ものの、全員、自分の個室を持っ

ていて、そしてその中で何をする

かというのは自分たちですべて決

めていく、そういうふうなものも

検討されています。 

 

■物と記憶の関係性 

○大原 あと一つ、実際的な質問

というよりは文化的な質問があり

ます。その質問に答えていただき

ながら、ギルロイ先生に、最後の

まとめのような形でお話しいただ

いて、その後、ハウスアダプテー

ション研究委員会の委員の一人

太田先生に、総評的なお話をいた

だければと思います。 

 紫雲さん（熊谷組）からの質問

ですが、お話の中で 18歳は小さ

な部屋でいいけれど 80歳という

のは人生を抱えているのだから、

いろんなものが必要になって、大

きな部屋が必要だという話があり

ました。それに関連して、物が多

いというようなことと、それから

記憶が豊かというようなこと、そ

れは多分、不可分な関係だという

ことなんですね。ですから高齢者

にとって、物と記憶というものの

関係についてのお考えをお聞かせ

くださいという質問がありました。 

 
○ギルロイ 物の重要性に関して

は、我々はまだ理解できていない

と思います。私どもは大量消費の

時代に生きてきたので、やはり、

物ということに対しての考え方が

違うと思います。ただ、物という

のは、他人に対して自分を物語る

ものであって、また逆に、自分を

再認識できるものであると思いま

す。アメリカでの調査が行われた

結果として、老人ホームなどに入

居した場合、物をあんまり持って

行かない人は、さほどいい扱いを

受けないということがわかりまし

た。それは無意識にではあるとは

思いますが。ただ、やはり一部で

は、物を持っていないと、その人 

がどういう人であるか、なかなか

わからないという側面があるのか

もしれません。もはや昔のように、

母であったり、ケーキを焼くのが

上手な人であったり、または猫が 

大好きな人、というのではなくて、

物を持たないで入居してしまうと、

ただ名前と自分の健康状態だけが

頼りになってしまいます。物とい

うのは些細なものであるというよ

うな見方をしてきたかもしれませ

んけれども、実際には、そうでは

ありません。やはり物というのは、

自分を物語るものであって、死ぬ

までその人を形成するものであり

ます。 

 
■今後の問題について 
まとめたいと思いますけれど、

日本もイギリスも、状況は同じだ
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と思います。高齢者の数はどんど

んふえていますが、しかしこの問

題というのは、数のみに関係する

ものではありません。質に対して

も考えていかなければなりません。

20 年前の高齢者が満足したこと

に関しては、必ずしも今の高齢者

が満足できるものではありません

し、20年後ということになると、

さらにまた変わっていきます。 

 また、もっと恐ろしい現実もあ

ります。これからは全員が 90歳

まで生きるということを仮定して

みます。そうなると４人に１人が

認知症になってしまいます。そう

いった人たちに対しての住居はど

うするのか、どうやって面倒を見

るのか。リソースの問題もありま

す。しかし、それだけではなくて、

一緒に働いていくことによって、

高齢者から見たニーズを、よりよ

く理解するという問題もあります。 

このような問題に関しては、何か

手を打つことができるということ

においても共通していると思いま

す。ただ、問題を解決するために

は、専門家だけが集まって何かを

決めていくというよりも、専門家

と高齢者が一緒になって解決した

方がうまく解決できると思います。

以上です。 

 
○大原 ありがとうございました。

最後に一言、太田先生の方から、

お願いいたします。 

 

 

 

 

■日本の住まいの問題 
○太田（神奈川県立保健福祉大

学） ギルロイ先生、ありがとう

ございました。大原先生が中心に

なってハウスアダプテーションの

研究会を行ってきてもう 15年ぐ

らいになりますが、そのメンバー

のひとりとしてひと言お話ししま

す。今日はギルロイ先生のニュー

カッスルの話を聞いて、大変興味

深かったことをお話ししたいと思

います。 

 今、日本で住まいの問題が２つ

の点で大きな曲がり角に来ている

のではないかというふうに思いま

す。特に高齢者の問題で言います

と、地域医療の考え方がかなり出

てきて、地域ケア体制の計画が今、

立てられて、いわゆる旧老人病院

が住宅化されるという直前であり

ます。これから大きく政策が動こ

うとしています。そういう意味で、

地域ケアの、住まいという問題が、

もう一度、見直されているという

ことで、今日は大変よかったなあ

と思うのが１点目です。 

 ２点目は、今、高齢者のケアの

中身が、特に、施設のあり方が大

きく変わってきているところで、

こういうお話を聞いたのはありが

たかったと思っています。特に、

高齢者と専門家が一緒にやるとい

うところです。それはなぜかとい

いますと、私は高齢者の医療と福

祉の方を専門にしているのですけ

れど、ギルロイ先生がおっしゃっ

たように、医療と福祉と建築、そ

れから保健も含めてですけれど、

ますますバラバラに動いていこう

としているからです。これは同じ

問題意識かと思いました。そうい

う意味で、一緒にやる仕組みを、

基盤を、どんなふうにつくるのか。

あるいはプログラムをどういうふ

うにつくるのかというのが、これ

から日本でも一緒に考えなければ

いけない課題だと思いました。今

日は大変興味深いお話をありがと

うございました。 

 それから板谷さんのお話は、具

体的に日本でどんなふうに進める

かという話にとっても大変重要な、

世田谷区の取り組みではなかった

かと思います。どうもありがとう

ございました。 
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まとめ 
 

 住総研ハウスアダプテーション研究委員会委員長 
大原一興（横浜国立大学教授） 

 
 
■情報」は引き出す人の側にあ

り、参加することによって作り

だすもの 
 最後の最後に、簡単なまとめと

いうか、今日のおさらいをしたい

と思い、私も一点だけ気がついた

ことというか、やっぱり大事なこ

とを教えていただいたということ

を伝えたいと思います。最初、住

情報ということを切り口に考えよ

うとしていたわけです。それに関

する、いろいろなお話ももちろん

参考になったわけですけれども、

話の中で、情報というのは、どこ

かにたまっていて、それをだれか

が引き出してだれかに与えるとい

うのではなくて、実は人の中にあ

って、それで、むしろ情報という

のを引き出してくることが必要だ

と。つまり高齢者の参加によって、

先ほど紹介されたプロジェクトの

ように、参加することによって、

どんどん意見を出していく。その

ことによって、実は情報というの

はつくられて、どういう情報が必

要なのかということが初めてわか

ってくるということだろうと思う

のです。最初から情報というのが

どこかにストックされていて、そ

れをだれが引き出すかという話で

はなくて、みんなでその情報を、

むしろつくり上げていくというこ

とだろうと。そういうことが重要

であるということを教わりました。 

 だから、情報ということと参加

ということは非常に強く結びつい

て、一体になった関係なのだろう

と思いますし、そのことによって、

紹介されたプロジェクトの中でも、

「人」が変わっていくということ

でしたね、建築家が、さらに細か

な設計ができるようになっていく

とか。知識とかというのは、高齢

者自身が自分たちの中に本来持

っていたんだということが、おた

がいが持っていることに気がつい

ていくという、これは一つ、言い

方としては、ある学習効果なのか

なあというふうにも思いますけれ

ども、そういうことが、本来、情

報ということを必要としていると

いうことから見えてきたというふ

うに思います。 

 人の中にあるということについ

ては、最初に見せていただいた人

口ピラミッドで、いわゆるビート

ルズ世代と呼ばれる世代、日本で

言うところの団塊の世代、ベビー

ブーマーがありますけれど、その

人たちのノウハウとか生き方とか

姿勢、そういうものが非常に重要

であるということがお話の中にあ

りました。だからむしろ、彼らの

資源、資産、あるいは最近はやっ

ている言葉でソーシャル・キャピ

タル（社会関係資本）というのが

あるんですけれど、それに近いよ

うな、多分、ジェネレーション・
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キャピタルとでもいうような、そ

の世代が持っている底力みたいな

ものが、実は資本として活用され

るのであって、それが引き出され、

生かされていくことが、よりよい

情報もつくるし、よりよい生活を

つくっていく、ということじゃな

いかなあというふうに感じた次第

です。 

今日は新しい視点でというか、

外からの視点で英国の話が、それ

から内からの視点というか、足元

の視点で世田谷区の話も聞けまし

た。共通する課題も多々あったと

思います。そういう意味では、さ

っきスクリーンセーバーにあった

ように、ちょっと大げさに言うと

全世界的な動きがこの数時間の間

に少し見えてきたような気がしま

した。ということで、今日の臨時

フォーラム、皆さんの御協力で、

大変刺激的に、いいひとときを過

ごすことができました。どうもあ

りがとうございました。 

 最後にギルロイ先生に、拍手で

お礼をしたいと思います。ありが

とうございました。
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